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６
月
定
例
会
（
第
４
９
０
回
）
を
６

月
14
日
か
ら
30
日
ま
で
の
17
日
間
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
、
市
長
が
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
な
ど
21
件
の
議
案
に
つ
い

て
提
案
理
由
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
副
議
長
の
辞
職
に
伴
う
選

挙
を
行
い
、
副
議
長
に
岡
﨑
邦
子
議
員

を
選
出
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
予
算
決
算
、
総
務
、
経

済
文
教
、
建
設
環
境
、
厚
生
の
５
つ
の

常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
の
委

員
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

17
日
か
ら
22
日
ま
で
の
個
人
質
問
に

は
16
人
（
う
ち
13
人
が
一
問
一
答
方
式

を
選
択
）
が
立
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
、
防
災
対
策
、
児
童
福
祉
行

政
、
健
康
福
祉
行
政
、
農
業
施
策
、
教

育
行
政
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま

し
た
。

　

市
長
提
出
議
案　

最
終
日
に
は
、
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
21
件
の
議
案
に

つ
い
て
、
全
会
一
致
で
、
全
て
原
案
の

と
お
り
可
決
ま
た
は
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
監
査
委
員
、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
議
案
、
人
権

擁
護
委
員
推
薦
に
つ
い
て
の
諮
問
議
案

の
３
件
が
追
加
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も

全
会
一
致
で
同
意
ま
た
は
異
議
な
き
旨

答
申
し
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
議
案　

意
見
書
議
案
で
は
、

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
に
向
け
た
取
組
を
求
め
る
意
見
書
議

案
な
ど
６
件
の
議
案
を
提
出
し
、
う
ち

３
件
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

副
議
長
を
選
出

　

６
月
定
例
会
初
日
の
14
日
に
、
西
森

美
和
副
議
長
が
副
議
長
を
辞
職
し
た
こ

と
に
伴
い
、
後
任
の
副
議
長
を
決
め
る

選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　

副
議
長
に
岡
﨑
邦
子
議
員
を
新
た
に

選
出
し
ま
し
た
。

〔
副
議
長
選
挙
〕

　

選
挙
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

岡
﨑　

邦
子
（
市
民
ク
ラ
ブ
）
23
票

迫　
　

哲
郎
（
日
本
共
産
党
）
７
票

無　

効　

票　
　
　
　
　
　
　

３
票

　

常
任
委
員
会
委
員
・

　
　

議
会
運
営
委
員
会
委
員
決
ま
る

　

定
例
会
２
日
目
の
15
日
に
、
予
算
決

算
、
総
務
、
経
済
文
教
、
建
設
環
境
、

厚
生
の
各
常
任
委
員
会
委
員
（
予
算
決

算
以
外
の
常
任
委
員
会
の
名
簿
は
12
ペ

ー
ジ
）
と
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選

任
を
行
い
ま
し
た
。

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
委
員
お
よ
び

円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め
に
議
事
の
順

序
等
を
協
議
す
る
議
会
運
営
委
員
会
委

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

◎
岡
﨑　

邦
子　

○
竹
村　

邦
夫

　

委
員
は
議
長
を
除
く
全
議
員

議
会
運
営
委
員
会

◎
竹
村　

邦
夫　

○
岡
﨑　
　

豊

　

木
村　
　

亘　
　

迫　
　

哲
郎

　

は
た　
　

愛　
　

戸
田　

二
郎

　

清
水
お
さ
む　
　

寺
内　

憲
資

　

広
報
委
員
会
委
員
は
再
任

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
等
の
役
割
を
担

う
広
報
委
員
会
委
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◎
横
山　

公
大　

○
島
﨑　

保
臣

　

神
岡　

俊
輔　
　

川
村　

貞
夫

　

髙
木　
　

妙
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６
月
定
例
会
（
審
議
日
程
）

14
日　

開
会　

　

市
長
提
出
議
案
提
案
理
由
説
明

　

副
議
長
選
挙

15
日　

常
任
・
議
会
運
営
委
員
会
委
員

の
選
任

17
日　

個
人
質
問

　
　

川
村　

貞
夫
（
新
こ
う
ち
未
来
）

　
　

海
治
甲
太
郎
（
清
和
ク
ラ
ブ
）

　
　

氏
原　

嗣
志
（
新
こ
う
ち
未
来
）

　
　

清
水
お
さ
む
（
自
由
民
主
党･

中
道
の
会
）

20
日

　
　

は
た　
　

愛
（
日
本
共
産
党
）

　
　

山
根　

堂
宏
（
公　

明　

党
）

　
　

下
元　

博
司
（
日
本
共
産
党
）

　
　

平
田　

文
彦
（
自
由
民
主
党･

中
道
の
会
）

21
日

　
　

岡
﨑　
　

豊
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

島
﨑　

保
臣
（
日
本
共
産
党
）

　
　

髙
橋　

裕
忠
（
山　

嶽　

会
）

　
　

深
瀬　

裕
彦
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

22
日

　
　

浜
口
佳
寿
子
（
日
本
共
産
党
）

　
　

西
森　

美
和
（
公　

明　

党
）

　
　

下
本　

文
雄
（
日
本
共
産
党
）

　
　

寺
内　

憲
資
（
公　

明　

党
）

23
日　

常
任
委
員
会

28
日　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
全
体
会

30
日　

常
任
委
員
長
報
告　

討
論　

採

決　

人
事
議
案
提
案
理
由
説
明　

採

決　

閉
会

定
例
会
の
概
要

副議長　　　　
岡
おか

﨑
ざき

　邦
くに

子
こ



　本市議会では、会派ごとに所属議員１人につき月額10万円の政務活動費を交付しており、令和３
年度の執行状況は次のとおりです。なお、収支報告書および領収書の写しなどの関係書類は、９月
１日から、議会図書室と本市議会ホームページで公開します。
　詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。（☎ 823－9400）

会　派
項　目

市民クラブ
（８人）

自由民主党・
中道の会
（７人）

日本共産党
（７人）

公 明 党
（６人）

新こうち未来
（３人）

清和クラブ
（１人）

山嶽会
（１人） 合計

収
入

交 付 額 9,600,000  8,400,000  8,400,000  7,200,000  3,600,000  1,200,000  1,200,000  39,600,000  
利 息 9  21  28  27  4  6  8  103  

計 9,600,009  8,400,021  8,400,028  7,200,027  3,600,004  1,200,006  1,200,008  39,600,103  

支　
　
　
　
　
　
　
　

出

１ 調 査 研 究 費 445,304  454,661  87,100  440,444  151,726  106,085  0  1,685,320  
２ 研 修 費 64,199  168,127  250,622  162,485  2,690  690  3,040  651,853  
３ 要請･陳情活動費 0  344,870  0  0  0  0  0  344,870  
４ 会 議 費 0  0  0  0  0  0  0  0  
５ 資 料 作 成 費 0  0  0  0  0  0  0  0  
６ 資 料 購 入 費 946,892  143,069  846,656  714,186  53,990  0  0  2,704,793  
７ 広 報 広 聴 費 5,948,371  3,675,652  2,559,304  509,383  2,754,794  209,886  68,565  15,725,955  
８ 人 件 費 0  0  0  0  0  0  0  0  
９ 事 務 諸 費 1,299,398  902,085  747,015  1,320,353  586,034  23,020  0  4,877,905  

計 8,704,164  5,688,464  4,490,697  3,146,851  3,549,234  339,681  71,605  25,990,696  

政務活動費返還額 895,845  2,711,557  3,909,331  4,053,176  50,770  860,325  1,128,403  13,609,407  

（単位：円）

※会派が行う市民福祉の増進を図るために必要な活動（政務活動）に要するものが対象

政務活動費収支報告書
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６
月
定
例
会
本
会
議
の
会
議
録
は
９

月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
あ
り
、
本
庁

舎
１
階
の
情
報
公
開
・
市
民
相
談
セ
ン

タ
ー
、
同
３
階
の
議
会
図
書
室
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
高
知
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の

会

議

録

の

閲

覧

会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
で
、
平
成
６
年

12
月
定
例
会
以
降
の
本
会
議
の
会
議
録

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
19
年
４
月
以
降
の
委
員
会
の

会
議
録
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
が
、
少

し
で
も
早
く
閲
覧
で
き
る
よ
う
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
同
シ
ス
テ
ム
と
は
別
に
、

完
成
し
た
委
員
会
記
録
か
ら
順
次
、
Ｐ

Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
形
式
で
公
開
し
て
い
ま

す
。

　

定
例
会
の
本
会
議
お
よ
び
予
算
決
算

常
任
委
員
会
全
体
会
の
模
様
は
、
高
知

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
生
中
継
し
て
い
ま

す
。 議

会
中
継（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）

　

本
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
本
会

議
お
よ
び
予
算
決
算
常
任
委
員
会
全
体

会
の
映
像
を
生
中
継
お
よ
び
録
画
（
過

去
１
年
間
）
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

映
像
配
信
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　

本
会
議
お
よ
び
予
算
決
算
常
任
委
員

会
全
体
会
の
録
画
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

貸
し
出
し
準
備
に
時
間
を
要
す
る
た

め
、
ご
希
望
の
方
は
あ
ら
か
じ
め
、
議

会
事
務
局
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
☎
８
２
３

−

９
４
０
０
）

録
画
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し

令和３年度の政務活動費の執行状況をお知らせします

１調査研究費　市の事務および地方行財政等に関する調査研究および調査委託に要する経費
２研　修　費　研究会もしくは研修会を開催するため必要な経費または会派所属議員等が他

の団体の開催する研究会もしくは研修会に参加するために要する経費
３要請・陳情活動費　要請、陳情活動に要する経費
４会　議　費　会議に要する経費および会派所属議員等が他の団体の開催する各種会議に参

加するために要する経費
５資料作成費　資料作成に要する経費
６資料購入費　資料等の購入に要する経費
７広報広聴費　政務活動、議会活動および市の政策について住民に報告・周知するために要

する経費ならびに住民からの市政および会派の活動に対する要望、意見等を
吸収するための会議および住民相談等の活動に要する経費

８人　件　費　補助職員の雇用に要する経費
９事 務 諸 費　消耗品の購入、事務機器の修理等に要する経費

支出項目の内容



第　226　号 令和４年９月１日高知市議会だより ④

新こうち未来

川
かわ
村
むら
　貞

さだ
夫
お

問

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ「
ら
ん
ま
ん
」

で
の
４
市
区
町
の
連
携
強
化
を
問
う
。

答

県
内
市
町
村
と
民
間
団
体
等
が

参
加
す
る
「
連
続
テ
レ
ビ
小
説
を
生
か

し
た
博
覧
会
推
進
協
議
会
」
が
発
足
し

た
。
市
内
に
は
、
牧
野
植
物
園
や
県
内

周
遊
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を

担
う
こ
う
ち
旅
広
場
や
桂
浜
公
園
が
所

在
し
、
新
桂
浜
公
園
は
10
月
に
プ
レ
オ

ー
プ
ン
す
る
。
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
と
し

て
、
牧
野
植
物
園
や
佐
川
町
、
越
知
町

を
訪
れ
る
「
牧
野
富
太
郎
博
士
の
軌
跡

を
巡
る
旅
」
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

関
東
圏
で
は
「
牧
野
博
士
は
東
京
の
人

だ
」
と
思
っ
て
い
る
方
が
多
く
、
練
馬

区
に
は
、
区
立
の
牧
野
記
念
庭
園
記
念

館
が
あ
る
の
で
、
練
馬
区
と
の
連
携
は

重
要
で
あ
り
、
相
互
連
携
し
た
誘
客
へ

の
取
り
組
み
を
具
体
的
に
協
議
す
る
。

問

種
子
法
廃
止
に
つ
い
て
の
見
解

を
問
う
。

答

種
子
法
の
廃
止
に
よ
り
、
農
業

者
の
コ
ス
ト
負
担
が
増
え
る
こ
と
や
、

地
域
の
風
土
や
耕
作
条
件
に
適
し
た
在

来
品
種
が
消
え
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

今
後
、
そ
の
影
響
に
つ
い
て
注
視
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

清和クラブ

海
うみ
治
じ
甲
こう
太
た
郎
ろう

問

高
知
市
の
総
合
的
な
公
共
交
通

戦
略
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
。

答

公
共
交
通
政
策
は
、
市
民
の
日

常
の
足
を
確
保
す
る
こ
と
を
優
先
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
地
方
創
生
や

経
済
発
展
に
と
っ
て
広
域
的
な
交
通
施

策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ

り
、
県
や
事
業
者
な
ど
と
協
議
し
て
い

き
ま
す
。

問

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
将

来
像
と
し
て
鉄
道
の
高
速
化
に
つ
い
て
。

答

Ｊ
Ｒ
四
国
は
新
幹
線
の
実
現
に

向
け
継
続
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
鉄
道
高
速
化
時
代
に
向
け
た
動

き
を
プ
ラ
ス
に
捉
え
、
先
進
都
市
の
情

報
収
集
な
ど
を
進
め
、
県
や
関
係
機
関

と
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

問

四
国
新
幹
線
に
つ
い
て
。

答

土
讃
線
は
老
朽
化
が
深
刻
化
し

て
お
り
更
新
が
可
能
で
あ
る
の
か
考
え

ま
す
と
、
四
国
新
幹
線
に
つ
い
て
真
剣

に
考
え
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
既
に
、

瀬
戸
大
橋
は
新
幹
線
仕
様
に
な
っ
て
お

り
ま
す
が
岡
山
の
参
画
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
秋
に
は
長
崎
新
幹
線
が
開
通
し
ま

す
の
で
長
崎
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
お
話
を
お
伺
い
し
て
き
ま
す
。

個人質問
　本市議会ホームページで、過去１年間の本会議における
質疑および一般質問の映像を録画で配信しています。

新こうち未来

氏
うじ
原
はら
　嗣

つぐ
志
し

春
野
小
松
の
沼
に
つ
い
て
は
、
違
法
業

者
逮
捕
に
よ
り
建
設
残
土
の
搬
入
が
無

く
な
る
も
、
約
３
カ
月
が
経
過
す
る
中

で
全
く
進
展
な
し
。
「
業
者
に
指
導
を

徹
底
さ
せ
る
」
と
繰
り
返
す
市
と
、「
造

成
を
長
年
許
し
て
き
た
市
の
責
任
を
追

及
す
る
」
地
元
と
は
平
行
線
の
ま
ま
。

問

小
松
の
沼
の
件
に
反
発
し
、
自

治
会
が
「
仁
ノ
排
水
機
の
管
理
」
を
返

上
す
る
と
い
う
異
常
事
態
と
な
っ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
。

答

行
政
と
し
て
何
が
で
き
る
か
検

討
し
地
元
と
の
協
議
を
継
続
し
て
い
く
。

組
織
が
し
っ
か
り
と
職
員
と
向
き
合
い
、

職
員
が
目
的
意
識
を
持
ち
、
能
力
が
発

揮
で
き
る
職
場
環
境
を

問

肥
大
化
し
た
市
役
所
・
職
員
の

疲
弊
感
が
感
じ
ら
れ
る
職
場
環
境
に
つ

い
て
、
中
央
か
ら
来
ら
れ
た
松
島
副
市

長
の
見
解
を
問
う
。

答

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
と
職
員
の
「
納
得
感
」
が
大
事
な

キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。

　

他
に
、
地
域
に
根
差
し
た
青
年
団
活

動
へ
の
行
政
の
支
援
と
丁
寧
な
対
応
を

求
め
た
。
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はた　愛
あい
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清
し
水
みず
おさむ

問

来
年
度
か
ら
の
中
学
校
運
動
部

の
地
域
移
行
に
向
け
て
の
準
備
状
況
は
。

答

県
教
委
で
は
運
動
部
活
動
の
地

域
移
行
を
検
討
す
る
組
織
を
立
ち
上
げ

る
と
聞
い
て
お
り
、
本
市
も
参
加
し
て

意
見
を
述
べ
な
が
ら
共
に
協
議
し
て
い

く
。
ま
た
、
市
教
委
と
し
て
も
本
市
独

自
の
課
題
を
検
討
す
る
た
め
準
備
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
中
体
連
や
競
技
団
体

に
も
加
わ
っ
て
も
ら
う
組
織
の
編
成
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

問

全
柔
連
が
小
学
生
の
全
国
大
会

を
取
り
や
め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
教

育
長
の
お
考
え
を
聞
く
。

答

全
柔
連
は
大
会
廃
止
の
理
由
を

「
行
き
過
ぎ
た
勝
利
至
上
主
義
が
散
見

さ
れ
る
」
と
説
明
し
て
お
り
、
子
ど
も

た
ち
を
苦
し
め
る
環
境
や
指
導
が
あ
っ

た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
判
断
は
理
解
で

き
る
。
一
方
、
全
国
大
会
に
つ
な
が
る

途
中
経
過
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の

発
達
に
大
き
な
財
産
と
な
り
、
競
技
を

続
け
て
い
く
上
で
大
き
な
励
み
に
な
っ

て
い
る
。
今
後
は
、
競
技
団
体
や
教
育

関
係
者
、
指
導
者
、
保
護
者
も
含
め
た

議
論
に
よ
っ
て
、
よ
り
よ
い
大
会
の
在

り
方
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

軍
事
費
拡
大
と
改
憲
を
指
摘
せ
ず

問

物
価
高
騰
の
最
中
、
年
金
引
き

下
げ
。
一
方
、
国
は
軍
事
費
２
倍
化
や

改
憲
に
大
き
く
か
じ
を
切
っ
て
い
る
が
、

市
長
は
怒
り
を
感
じ
な
い
の
か
、
言
う

べ
き
こ
と
は
な
い
の
か
。

答

「
悪
い
物
価
上
昇
」
は
懸
念
し

て
い
る
。
国
は
骨
太
方
針
で
経
済
活
動

の
回
復
を
目
指
す
と
し
て
お
り
迅
速
に

実
行
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
防
衛
力
を

５
年
以
内
に
抜
本
的
に
強
化
す
る
議
論

が
国
会
で
始
ま
っ
て
い
る
。

農
業
肥
料
へ
支
援
を
約
束
さ
せ
る

問

高
騰
対
策
で
国
や
県
の
支
援
策

に
「
農
業
用
肥
料
」
が
な
い
。
市
独
自

の
肥
料
の
支
援
を
行
う
時
で
は
な
い
か
。

答

農
業
用
肥
料
は
支
援
が
急
務
で

あ
る
と
判
断
。
市
Ｊ
Ａ
と
春
野
Ｊ
Ａ
と

協
議
し
臨
時
議
会
に
向
け
準
備
す
る
。

竹
除
去
に
森
林
税
活
用
認
め
る

問

竹
林
整
備
に
も
森
林
環
境
譲
与

税
を
活
用
さ
せ
、
山
や
田
畑
の
荒
廃
を

防
ぐ
取
り
組
み
を
求
め
る
。

答

里
山
な
ど
の
放
置
竹
林
の
除
去

に
譲
与
税
を
適
用
す
る
こ
と
は
可
能
。

　

市
の
生
活
保
護
廃
止
の
判
断
を
県
が

違
法
と
裁
決
。
市
長
は
謝
罪
し
た
。

公明党

山
やま
根
ね
　堂

たか
宏
ひろ

高
知
市
の
備
蓄
体
制
に
つ
い
て

問

本
市
で
は
、
平
成
25
年
12
月
に

「
高
知
市
備
蓄
計
画
」
を
策
定
、
27
年

度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
を
第
１
期
、

２
年
度
か
ら
５
年
度
ま
で
を
第
２
期
と

し
て
公
的
備
蓄
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
３
年
６
月
に
改
訂
さ
れ
た「
高

知
県
備
蓄
方
針
」
に
お
い
て
、
公
的
備

蓄
の
基
準
と
す
る
被
害
想
定
が
Ｌ
１
か

ら
Ｌ
２
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
４
年
度
に「
高
知
市
備
蓄
計
画
」

を
改
定
す
る
予
定
で
進
め
て
お
り
、
備

蓄
の
所
管
課
の
一
元
化
と
管
理
体
制
を

含
め
て
の
備
蓄
計
画
の
概
要
を
伺
う
。

答

Ｌ
１
想
定
で
は
対
象
者
数
を
約

８
万
９
千
人
と
し
て
い
た
が
、
被
害
想

定
を
Ｌ
２
に
引
き
上
げ
た
場
合
は
、
対

象
者
数
が
約
18
万
５
千
人
と
な
り
、
各

備
蓄
量
も
２
倍
程
度
必
要
と
な
る
。
ま

た
、
備
蓄
管
理
の
一
元
化
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
お
り
、
内
閣
府
が
運
用
し
て

い
る
「
物
資
調
達
・
輸
送
調
整
等
支
援

シ
ス
テ
ム
」
を
活
用
す
る
な
ど
現
在
改

訂
中
の
備
蓄
計
画
の
中
で
、
備
蓄
の
予

算
化
や
購
入
事
務
・
管
理
は
防
災
政
策

課
に
集
約
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

日本共産党

下
しも
元
もと
　博

ひろ
司
し

公
営
住
宅
の
募
集
方
法
一
元
化
へ

問

地
域
改
善
住
宅
の
応
募
状
況
な

ど
か
な
り
の
変
化
が
生
じ
て
き
て
い
る
。

地
域
改
善
向
け
住
宅
の
入
居
募
集
方
法

の
見
直
し
内
容
を
問
う
。

答

今
年
10
月
の
第
２
回
定
期
募
集

か
ら
、
地
域
改
善
住
宅
の
募
集
案
内
を

一
般
住
宅
と
同
じ
く「
あ
か
る
い
ま
ち
」

で
広
報
し
、
広
く
市
民
に
周
知
す
る
。

公
営
住
宅
の
目
的
外
使
用　

Ｄ
Ⅴ
被
害

者
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
に
も
拡
大

問

公
営
住
宅
を
、
Ｄ
Ⅴ
被
害
者
や

ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
の
一
時
保
護
・
緊
急

避
難
場
所
と
し
て
利
用
で
き
な
い
か
。

答

利
用
で
き
る
よ
う
「
高
知
市
営

住
宅
等
の
目
的
外
使
用
に
関
す
る
要
領
」

を
改
正
す
る
。

堺
事
件
顕
彰
碑　

移
設
し
管
理
す
る

問

慶
応
４
（
１
８
６
８
）
年
、
堺

市
で
土
佐
藩
士
と
フ
ラ
ン
ス
海
軍
が
衝

突
し
た
「
堺
事
件
」
に
つ
い
て
、
大
津

地
区
に
建
立
さ
れ
て
い
る
犠
牲
者
の
顕

彰
碑
の
管
理
・
活
用
を
聞
く
。

答

大
津
地
区
の
市
有
地
に
移
設
等

を
検
討
、
顕
彰
碑
や
堺
事
件
に
関
す
る

情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
同
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
、
学
校
等
に
提
供
し
て
い
く
。



防
災
対
策
に
つ
い
て

問

事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
策

定
に
当
た
っ
て
、
本
市
の
今
後
の
方
針

や
、
ど
の
よ
う
に
し
て
地
域
住
民
と
合

意
形
成
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

答

復
興
計
画
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

は
、
ま
ち
の
再
建
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
に

つ
い
て
、
行
政
の
み
な
ら
ず
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ま
と
も
十
分
に
協
議
し
な
が

ら
、
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

　

本
年
５
月
に
関
係
課
の
課
長
補
佐
級

５
人
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
た
の
で
、
本
格
着
手
と
な
る

令
和
５
年
度
に
向
け
、
ま
ず
は
、
新
た

な
組
織
の
立
ち
上
げ
な
ど
庁
内
体
制
や

事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
方
向
性

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
、
土
地

利
用
な
ど
の
具
体
的
な
復
興
ま
ち
づ
く

り
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
な
地
区
ご

と
の
事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
た

た
き
台
を
作
成
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ま

へ
の
丁
寧
な
説
明
に
努
め
、
県
が
目
標

と
し
て
掲
げ
る
令
和
９
年
度
ま
で
に
計

画
を
策
定
で
き
る
よ
う
、
事
前
復
興
ま

ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
に
つ
い
て

問

医
療
的
ケ
ア
児
と
ご
家
族
へ
の

支
援
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
。

答

医
療
的
ケ
ア
児
と
家
族
の
状
況

の
厳
し
さ
と
課
題
を
認
識
し
て
い
る
。

災
害
時
に
は
連
携
し
て
対
応
し
た
い
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
を
進
め
、

支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
や
支
援
の
充

実
を
進
め
る
と
市
長
は
答
弁
し
た
。

燃
油
や
資
材
の
価
格
高
騰
に
つ
い
て

問

燃
油
等
の
高
騰
対
策
を
問
う
。

答

農
・
漁
業
者
へ
の
補ほ

塡て
ん

金
の
交

付
と
、
さ
ら
な
る
負
担
軽
減
策
を
検
討

中
。
肥
料
の
価
格
高
騰
に
は
、
Ｊ
Ａ
な

ど
の
関
係
機
関
と
具
体
的
な
支
援
策
を

協
議
中
と
農
林
水
産
部
長
は
答
弁
し
た
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

問

県
・
市
教
育
長
に
よ
る
定
期
的

な
意
見
交
換
会
を
提
案
す
る
。

答

両
者
で
、
課
題
や
目
標
の
共
有

化
が
必
要
と
感
じ
て
い
る
。
忌き

憚た
ん

の
な

い
意
見
交
換
を
行
い
、
双
方
が
課
題
を

共
有
し
、
方
向
性
を
合
わ
せ
て
取
り
組

み
を
進
め
た
い
。
あ
わ
せ
て
、
県
民
・

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
県
市
の
教
育
委
員

会
の
協
働
し
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に

発
信
し
た
い
と
教
育
長
は
答
弁
し
た
。
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平
ひら
田
た
　文

ふみ
彦
ひこ

市民クラブ

岡
おか
﨑
ざき
　豊
ゆたか

今
年
度
中
は
給
食
費
値
上
げ
を
回
避

問

今
年
度
中
は
給
食
費
値
上
げ
を

回
避
す
る
た
め
に
必
要
な
予
算
措
置
を

継
続
す
る
と
の
決
断
を
求
め
ま
す
。

答

今
後
、
想
定
を
超
え
て
物
価
が

上
昇
し
た
場
合
は
、
追
加
の
補
正
予
算

も
必
要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。（
市
長
）

オ
ー
テ
ピ
ア
西
敷
地
利
活
用
は
事
業
者

寄
り
の
姿
勢
で
市
民
と
は
向
き
合
わ
ず

問

提
案
事
業
に
関
す
る
公
開
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
は
市
民
の
声

を
聞
か
な
い
の
で
す
か
。

答

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は

あ
く
ま
で
審
査
の
一
環
を
公
開
す
る
も

の
で
あ
り
、
市
民
の
意
見
を
聞
く
場
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
商
工
観
光
部
長
）

問

市
民
向
け
の
事
業
説
明
会
は
定

期
借
地
権
設
定
の
議
決
前
に
開
き
、
市

長
も
出
席
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答

説
明
会
は
、
事
業
実
施
者
が
行

う
も
の
で
あ
り
、
議
決
前
の
時
期
は
事

業
実
施
者
が
具
体
的
な
詰
め
を
行
っ
て

い
る
の
で
開
催
は
困
難
だ
と
考
え
ま
す
。

ま
た
そ
の
説
明
会
は
、
市
長
と
し
て
本

市
の
考
え
を
話
す
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、
私
自
身
が
出
席
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。
（
市
長
）
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島
しま
﨑
さき
　保

やす
臣
おみ

鏡
・
土
佐
山
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備

問

鏡
・
土
佐
山
地
域
の
光
フ
ァ
イ

バ
ー
整
備
後
の
取
組
に
つ
い
て
聞
く
。

答

（
農
林
水
産
部
長
）
昨
年
５
月

の
「
鏡
・
土
佐
山
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
利

活
用
協
議
会
」
中
間
と
り
ま
と
め
に
お

い
て
頂
い
た
意
見
を
踏
ま
え
、
順
次
事

業
化
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
保
健
師
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
健
康

指
導
を
行
う
ス
マ
ー
ト
ヘ
ル
ス
ケ
ア
事

業
や
、
事
業
者
の
ご
厚
意
で
有
害
鳥
獣

対
策
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
導
入
す
る
実
証

実
験
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

農
業
振
興
政
策
に
つ
い
て

問

本
市
固
有
の
伝
統
野
菜
や
在
来

品
種
の
保
護
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答

（
農
林
水
産
部
長
）
本
市
と
し

て
は
遺
伝
資
源
の
収
集
・
配
布
を
行
う

「
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
」
の
取
り
組
み
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
牧
野
富
太
郎
博
士

由
来
の
「
潮
江
菜
」
「
山
内
家
伝
来
大

根
」
な
ど
の
伝
統
野
菜
の
生
産
拡
大
や

販
路
開
拓
・
市
内
小
学
校
で
の
食
育
活

動
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
「
Ｔ
ｅ

ａ
ｍ　

Ｍ
ａ
ｋ
ｉ
ｎ
ｏ（
チ
ー
ム
牧
野
）」

の
皆
さ
ん
の
活
動
に
引
き
続
き
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山嶽会

髙
たか
橋
はし
　裕

ひろ
忠
ただ



市民クラブ

深
ふか
瀬
せ
　裕

ひろ
彦
ひこ

防
災
対
策

問

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
が
旧
春
野

庁
舎
敷
地
に
雨
ざ
ら
し
状
態
。
保
管
場

所
や
保
管
方
法
は
適
切
か
。

答

当
面
は
車
体
カ
バ
ー
を
購
入
し
、

対
応
す
る
。
浸
水
の
恐
れ
が
高
ま
っ
た

と
き
に
は
、
高
台
に
移
動
さ
せ
る
が
、

清
掃
工
場
エ
リ
ア
の
敷
地
内
等
で
の
保

管
を
検
討
す
る
。

市
街
化
調
整
区
域
の
ま
ち
づ
く
り

問

地
域
密
着
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施

設
の
立
地
が
で
き
な
い
事
例
が
あ
っ
た
。

既
存
施
設
と
の
距
離
等
を
考
慮
す
る
余

地
は
な
い
か
。

答

今
後
は
、
地
域
ご
と
の
状
況
と

整
備
の
必
要
性
を
十
分
考
慮
し
、
庁
内

関
係
部
門
が
密
に
連
携
し
て
対
応
す
る
。

新
規
就
農
者
の
住
居
確
保

問

春
野
地
区
の
市
営
住
宅
を
改
修

し
て
新
規
就
農
者
向
け
に
貸
し
出
す
計

画
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
は
。

答

関
脇
市
営
住
宅
２
戸
を
新
規
就

農
者
向
け
住
宅
に
改
修
・
転
用
を
行
う
。

実
施
設
計
済
み
で
、
12
月
議
会
で
予
算

・
条
例
改
正
を
諮
り
、
議
決
後
改
修
工

事
を
行
い
、
令
和
５
年
度
初
め
に
募
集

開
始
、
同
年
７
月
の
入
居
を
目
指
す
。

日本共産党

浜
はま
口
ぐち
佳
か
寿
ず
子
こ

濃
厚
接
触
の
子
に
食
料
等
支
援
拡
充
へ

問

新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
た
め

買
い
物
に
出
ら
れ
な
い
保
護
者
か
ら
、

濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
子
ど
も
に
も
食

料
等
の
物
資
支
援
を
求
め
る
声
が
あ
る
。

答

今
後
、
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、

濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
子
ど
も
へ
の
物

資
支
援
の
拡
充
を
協
議
す
る
。

学
校
ト
イ
レ
生
理
用
品
配
置
は
再
試
行

問

１
カ
月
間
試
行
し
た
学
校
等
の

ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
配
置
に
つ
い
て
、

評
価
と
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答

利
用
が
あ
っ
た
た
め
、
物
的
に

は
一
定
の
支
援
効
果
が
あ
っ
た
。
困
り

感
を
抱
え
た
児
童
生
徒
と
直
接
つ
な
が

る
ケ
ー
ス
に
は
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、

実
態
を
つ
か
む
た
め
の
試
験
的
配
置
を

再
度
行
い
た
い
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
国
任
せ
の
他
人
事

問

厳
し
い
本
市
の
地
域
経
済
状
況

に
追
い
打
ち
を
か
け
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
導
入
に
つ
い
て
、
市
長
は
中
止
ま

た
は
延
期
す
る
よ
う
国
に
求
め
る
べ
き
。

答

制
度
導
入
に
は
様
々
な
懸
念
材

料
が
あ
る
が
、
国
は
円
滑
な
導
入
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
支
援
策
を
期
待
す
る
。

公明党

西
にし
森
もり
　美

み
和
わ

国
の
財
源
を
活
用
し
た
支
援
策

問

子
育
て
世
代
か
ら
最
も
要
望
の

声
が
大
き
か
っ
た
学
校
給
食
費
の
据
え

置
き
に
つ
い
て
、
教
育
長
に
聞
く
。

答

こ
の
ま
ま
で
は
給
食
費
を
増
額

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
非
常
に
厳
し
い

現
状
と
な
っ
て
い
る
。
国
の
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
て
今
年
度
は
給
食
費
を
据

え
置
き
し
保
護
者
の
皆
様
に
周
知
す
る
。

問

国
の
考
え
で
は
介
護
施
設
の
食

事
も
適
用
と
な
っ
て
い
る
が
、
高
知
市

の
考
え
を
市
長
に
聞
く
。

答

現
時
点
で
は
難
し
い
と
い
う
結

論
に
な
っ
た
。
国
の
動
向
と
介
護
施
設

等
へ
の
影
響
を
注
視
し
な
が
ら
他
市
の

事
例
な
ど
情
報
収
集
に
努
め
る
。

問

会
派
と
し
て
求
め
て
き
た
水
道

料
金
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
今
議
会
で

口
径
13
ミ
リ
と
20
ミ
リ
の
契
約
者
に
対

し
９
月
か
ら
12
月
に
検
針
し
た
基
本
料

金
の
80
％
を
減
免
す
る
支
援
策
が
提
案

さ
れ
た
。
事
業
者
も
含
め
た
全
口
径
を

対
象
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
市
長

の
考
え
を
聞
く
。

答

事
業
者
の
皆
さ
ま
に
は
別
の
支

援
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
優
先

順
位
を
つ
け
な
が
ら
活
用
し
て
い
く
。

日本共産党

下
しも
本
もと
　文

ふみ
雄
お

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
保
護
者
負
担
金

に
関
す
る
納
付
相
談
の
周
知
強
化
を

問

減
免
申
請
の
結
果
が
出
る
ま
で

の
間
の
負
担
金
納
付
に
つ
い
て
は
、
支

払
い
猶
予
の
相
談
を
受
け
付
け
る
旨
を

入
会
案
内
冊
子
で
周
知
す
べ
き
。

答

現
在
の
冊
子
に
減
免
制
度
の
ペ

ー
ジ
を
記
載
し
て
い
る
が
、
納
付
相
談

に
つ
い
て
も
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
周
知
を
検
討
す
る
。

市
営
住
宅
修
繕
費
の
負
担
区
分
見
直
し

問

入
居
者
負
担
に
区
分
さ
れ
て
い

る
修
繕
で
も
高
額
と
な
る
も
の
が
あ
る
。

区
分
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

資
材
高
騰
な
ど
が
影
響
し
、
修

繕
に
係
る
入
居
者
負
担
も
増
し
て
い
る
。

負
担
区
分
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
他
市

の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
研
究
を
進
め
る
。

区
画
整
理
と
建
築
資
材
高
騰
へ
の
対
策

問

物
価
高
騰
の
影
響
で
、
区
画
整

理
に
協
力
し
た
市
民
の
住
居
再
築
費
用

が
補
償
金
で
は
賄
え
な
く
な
っ
て
い
る
。

市
独
自
で
対
策
は
取
れ
な
い
か
。

答

追
加
の
補
償
金
支
払
い
が
行
わ

れ
な
い
現
行
制
度
に
つ
い
て
は
、
全
国

の
共
通
課
題
。
国
や
他
都
市
の
支
援
策

な
ど
に
つ
い
て
情
報
収
集
に
努
め
る
。
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公明党

寺
てら
内
うち
　憲

のり
資
よし

問

桂
浜
公
園
で
の
既
得
権
益
化
し

た
許
認
可
事
務
の
見
直
し
を
一
貫
し
て

市
長
に
求
め
て
き
た
が
、
新
た
な
指
定

管
理
者
制
度
導
入
に
よ
り
、
ど
の
よ
う

に
見
直
し
た
の
か
伺
う
。

答

桂
浜
公
園
の
指
定
管
理
者
制
度

導
入
に
当
た
り
、
従
来
の
審
査
基
準
に

あ
っ
た
「
平
成
22
年
時
点
で
す
で
に
許

可
を
受
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」

と
の
基
準
を
撤
廃
し
た
。

問

こ
の
既
得
権
益
化
し
た
基
準
の

見
直
し
に
よ
り
、
地
元
浦
戸
住
民
が
行

う
、
う
ど
ん
・
あ
め
ゆ
な
ど
の
お
も
て

な
し
販
売
や
お
も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト
等

が
許
可
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
理
解
す

る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答

令
和
４
年
４
月
か
ら
は
販
売
な

ど
の
行
為
の
許
可
権
限
を
指
定
管
理
者

に
委
任
し
て
い
る
。
指
定
管
理
者
の
事

業
計
画
で
は
地
域
の
祭
り
や
、
様
々
な

場
面
で
地
域
住
民
と
の
連
携
を
図
る
こ

と
な
ど
観
光
客
の
み
な
ら
ず
、
市
民
が

日
常
的
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
交
流

拠
点
と
し
て
桂
浜
を
再
生
さ
せ
る
こ
と

が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
桂
浜
の
自
然
や

歴
史
、
食
の
魅
力
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

※清和クラブ、山嶽会のＦＡＸ番号は議会事務局直通です。

　

私
事
で
す
が
、
子
ど
も
が
こ
の
春
、

小
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
小
さ
い
体

に
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
登

校
す
る
子
ど
も
た
ち
の
後
ろ
姿
を
見
て

い
る
と
、
私
た
ち
は
こ
の
子
ら
に
ど
ん

な
社
会
を
手
渡
し
て
い
け
ば
い
い
だ
ろ

う
か
と
自
問
し
ま
す
。

　

今
議
会
で
は
子
ど
も
の
給
食
費
支
援

の
補
正
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
が
笑
顔
で
い
ら
れ
る
高
知
市
を
目

指
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

（
議
会
広
報
委
員　

島
﨑
保
臣
）

　
　
◇
◇ 

休
　
憩
　
室 

◇
◇
　
　

７
月
臨
時
会
（
第
４
９
１
回
）
を
７

月
27
日
か
ら
29
日
ま
で
の
３
日
間
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
、
約
３
億
３
千
万
円
で

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価

高
騰
対
策
と
し
て
、
ハ
ウ
ス
園
芸
な
ど

の
農
業
者
へ
の
支
援
や
、
公
共
交
通
の

利
用
促
進
に
向
け
た
経
費
な
ど
を
計
上

し
た
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
と
、
職

員
に
よ
る
不
祥
事
に
関
し
て
市
長
と
両

副
市
長
の
８
月
分
の
給
与
を
減
額
す
る

条
例
議
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ

も
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
事
務
局
職
員
が
関
与
す

る
不
祥
事
に
対
し
て
、
議
長
に
支
給
す

る
８
月
分
の
報
酬
月
額
を
減
額
す
る
条

例
議
案
を
議
員
提
案
し
、
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。　
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第
４
９
１
回
臨
時
会

　

人
　
事
　
議
　
案

　

６
月
定
例
会
最
終
日
の
30
日
に
、
市

長
か
ら
監
査
委
員
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
議
案
お
よ
び
人

権
擁
護
委
員
推
薦
に
つ
い
て
の
諮
問
議

案
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
意
ま
た

は
異
議
な
き
旨
答
申
し
ま
し
た
。

監
査
委
員

　

清
水　
　

修　
　

下
元　

博
司

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

尾
﨑　

真
紀

人
権
擁
護
委
員

　

内
川　

由
加　
　

國
澤　

三
夫

　

近
藤　

啓
明　
　

藤
本　

智
子

　

森
本　

稔
彰　
　

山
本　

哲
也

本会議、委員会の日程をお知らせしています
　市役所本庁舎の掲示板、高知市ホームページで
本会議、委員会の開催日程をお知らせしています。

《高知市議会事務局の連絡先》
　【電　　　　　話】８２３－９４００（直通）
　【Ｆ　　Ａ　　Ｘ】８２３－９３５０
　【メールアドレス】kc-260100@city.kochi . lg.jp

議会に対するご意見・ご要望をお寄せください。



　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
円
安
な
ど
に
よ
る

物
価
高
騰
が
市
民
生
活
を
圧
迫
し
て
い

ま
す
。
６
月
議
会
で
は
、
昨
今
の
物
価

高
騰
に
よ
る
給
食
材
料
費
の
値
上
が
り

に
対
し
、
新
た
な
保
護
者
負
担
無
し
に

従
来
の
質
と
量
を
保
っ
た
給
食
を
児
童

ら
に
提
供
す
る
た
め
、
市
立
の
小
中
学

校
や
保
育
所
・
民
営
保
育
所
等
に
対
し
、

食
材
高
騰
分
を
市
が
負
担
す
る
補
正
予

算
を
計
上
し
、
子
育
て
世
帯
の
支
援
を

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
道
料
金
も
主
に
一
般
世
帯

を
対
象
に
、
９
月
か
ら
12
月
検
針
分
の

基
本
料
金
の
80
％
を
減
免
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

当
会
派
と
し
て
は
、
市
民
生
活
の
支

援
で
あ
る
こ
れ
ら
施
策
を
評
価
し
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
施
策
で
は
救
済
さ
れ
な

い
業
種
業
態
も
あ
る
は
ず
で
、
そ
う
し

た
方
々
へ
の
配
慮
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

本
議
会
開
会
ま
で
に
、
会
派
と
し
て

も
推
進
を
し
て
き
ま
し
た
「
中
小
企
業

・
小
規
模
企
業
振
興
条
例
」
が
基
金
条

例
と
と
も
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
の
各
産
業
界
や
事
業
者
へ
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
本
市
と
し
て
も
異
例

の
こ
と
で
し
た
の
で
、
こ
の
教
訓
を
生

か
し
た
条
例
制
定
は
、
今
後
の
有
事
に

お
い
て
効
力
を
発
揮
す
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
と

っ
て
生
き
た
条
例
と
な
る
よ
う
今
後
も

注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
私
ど
も

か
ら
も
要
望
し
て
お
り
ま
し
た
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
生
活
の
一
助
と
な
る
幼
保
、

小
中
学
生
の
給
食
費
、
水
道
代
の
減
免

に
つ
き
ま
し
て
も
全
会
一
致
で
可
決
と

な
り
ま
し
た
。
個
人
質
問
に
は
平
田
議

員
、
清
水
議
員
が
登
壇
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
紙
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

水
道
料
金
減
免
、
給
食
費
支
援
な
ど
、

提
案
し
て
き
た
物
価
高
騰
対
策
が
実
る

　

コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
加

え
、
円
安
を
誘
導
す
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
物
価
高
騰

は
市
民
・
事
業
者
・
生
産
者
に
重
た
い

国
の
補
正
予
算
を
活
用
し

　
　
　
　

市
民
生
活
を
支
え
る

　

６
月
定
例
会
で
は
、
高
知
市
で
も
物

価
高
や
燃
油
高
騰
に
対
応
で
き
る
国
の

予
算
を
活
用
し
、
と
り
わ
け
学
校
給
食

費
や
保
育
・
幼
稚
園
等
の
副
食
費
の
値

上
げ
回
避
や
水
道
料
金
の
負
担
減
免
な

ど
の
支
援
策
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
市
議
会
公
明
党
は
、
今
後
の

世
界
情
勢
の
変
化
と
コ
ロ
ナ
禍
を
見
据

え
な
が
ら
市
民
生
活
が
守
ら
れ
る
よ
う

さ
ら
な
る
提
案
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
議
会
で
改
編
さ
れ
た
常
任

委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
る
議
案
審
査

に
是
々
非
々
の
立
場
で
臨
み
、
各
事
業

が
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
積

極
的
な
議
論
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

公
　
明
　
党

小
松
の
沼
の
土
砂
撤
去
を
要
請
、
「
ら

ん
ま
ん
」
で
の
経
済
効
果
を
高
め
る
取

り
組
み
を
求
め
る

　

イ
ン
フ
レ
が
進
む
中
で
、
給
食
費
の

支
援
や
水
道
基
本
料
金
の
低
減
に
つ
い

て
賛
成
。
よ
さ
こ
い
開
催
に
踏
み
切
っ

た
こ
と
を
歓
迎
す
る
。
今
議
会
も
「
春

野
小
松
の
沼
違
法
開
発
」
で
の
土
砂
搬

入
に
つ
い
て
、
氏
原
つ
ぐ
し
が
土
砂
撤

去
を
強
く
要
請
。
「
ら
ん
ま
ん
」
で
は
、

予
算
計
上
が
な
か
っ
た
こ
と
に
不
満
。

新
こ
う
ち
未
来

四
国
新
幹
線
「
待
っ
た
な
し
！
」

　

海
治
甲
太
郎
議
員
は
地
方
創
生
・
経

済
発
展
の
た
め
総
合
的
な
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
を
求
め
、
今
取
り
組
ま

ね
ば
な
ら
な
い
の
が
「
四
国
新
幹
線
の

整
備
」
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
、
一
丸
と

な
り
声
を
上
げ
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

清
和
ク
ラ
ブ

身
近
な
課
題
を
市
政
に
反
映

　

髙
橋
裕
忠
議
員
が
本
会
議
で
登
壇
し
、

地
域
振
興
政
策
か
ら
社
会
資
本
整
備
の

課
題
に
つ
い
て
質
問
・
提
案
を
い
た
し

ま
し
た
。
今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ま
の

身
近
な
声
に
耳
を
傾
け
、
市
政
に
着
実

に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

山
　
嶽
　
会

負
担
と
な
っ
て
の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
に
市
長
に
対
し
て
コ
ロ
ナ
対
応

（
今
回
は
物
価
高
騰
対
応
を
含
む
）
で

15
回
目
と
な
る
緊
急
要
望
を
行
い
、
水

道
料
金
減
免
や
給
食
費
支
援
を
提
案
し

て
き
ま
し
た
。
今
議
会
の
補
正
予
算
に

は
こ
れ
ら
の
事
業
が
含
ま
れ
て
お
り
、

会
派
と
し
て
も
歓
迎
す
る
も
の
で
す
。

　

長
年
に
わ
た
っ
て
必
要
性
を
指
摘
し

続
け
て
き
た
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

振
興
条
例
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
も
重
要

で
す
。
今
後
も
実
効
性
の
あ
る
振
興
策

の
具
体
化
に
向
け
て
提
言
を
続
け
ま
す
。

第　226　号令和４年９月１日 高知市議会だより⑨

会派の意見
６月定例会を振り返って

市
民
ク
ラ
ブ

自
由
民
主
党
・
中
道
の
会

日
本
共
産
党
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６
月
定
例
会

　

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
５
件
の
議

案
に
つ
い
て
、
23
日
に
、
総
務
、
経
済

文
教
、
建
設
環
境
、
厚
生
の
各
分
科
会

で
質
疑
を
行
っ
た
後
、
28
日
の
全
体
会

で
討
論
・
採
決
を
行
い
、
い
ず
れ
も
全

員
賛
成
で
可
決
ま
た
は
承
認
し
ま
し
た
。

　
　

７
月
臨
時
会

　

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
27

日
に
、
総
務
、
経
済
文
教
、
厚
生
の
各

分
科
会
で
質
疑
を
行
っ
た
後
、
29
日
の

全
体
会
で
討
論
・
採
決
を
行
い
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
　

６
月
定
例
会

　

23
日
に
、
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

議
案
な
ど
５
件
の
議
案
の
審
査
を
行
い
、

い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可
決
ま
た
は
承

認
し
、
陳
情
３
件
の
結
果
を
出
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
の
決
算
状
況
に

つ
い
て
な
ど
７
件
の
報
告
を
受
け
ま
し

　
　

６
月
定
例
会

　

23
日
に
、
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お

け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
議
案
な
ど
３
件
の
議
案
の
審

査
を
行
い
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
工
事
請
負
契
約
締
結
の
報
告

に
つ
い
て
な
ど
４
件
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。　 建

設
環
境
委
員
会

経
済
文
教
委
員
会

　
　

６
月
定
例
会

　

23
日
に
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

振
興
条
例
制
定
議
案
な
ど
５
件
の
議
案

の
審
査
を
行
い
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
知
み
ら
い
科
学
館
中
期
計

画
（
案
）
に
つ
い
て
な
ど
５
件
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

　
　

６
月
定
例
会

　

23
日
に
、
手
数
料
並
び
に
延
滞
金
条

例
の
一
部
改
正
議
案
な
ど
３
件
の
議
案

の
審
査
を
行
い
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
者
の
指
定
候
補
者

選
定
に
つ
い
て
な
ど
５
件
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

厚
生
委
員
会

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

　
　

７
月
19
日

　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
協
議

を
行
い
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

　
　

５
月
31
日

　

新
図
書
館
西
敷
地
利
活
用
事
業
に
つ

い
て
な
ど
３
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

予
算
決
算
委
員
会

▼
特
別
委
員
会
▲

５
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で

委
員
会
の
活
動

総
務
委
員
会

た
。

　

市
議
会
だ
よ
り
前
回
号
は
、
本
市
に

も
ゆ
か
り
の
あ
る
漫
画
家
、
黒
江
Ｓ
介

先
生
（「
サ
ム
ラ
イ
せ
ん
せ
い
」
の
原

作
者
）
の
作
品
で
あ
る
、
日
曜
市
の
風

景
を
表
紙
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
市
議
会
だ
よ
り
で
は
初
め
て
と
な

る
ア
ニ
メ
タ
ッ
チ
の
表
紙
で
し
た
の
で
、

ど
の
よ
う
な
反
応
が
あ
る
の
か
ド
キ
ド

キ
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
好
評

価
の
声
が
届
き
、
広
報
委
員
会
と
し
て

も
大
変
う
れ
し
く
、
胸
を
な
で
下
ろ
し

た
こ
と
で
す
。
今
後
も
手
に
取
り
や
す

い
表
紙
と
紙
面
を
心
掛
け
て
ま
い
り
ま

す
。

（
議
会
広
報
委
員
）

編

集

後

記



※議案等に対する各議員の賛否は、市議会ホームページで公表しています。
※議案等について、賛成、反対の双方あった場合のみ、表示しています。

〇 〇 〇 〇 〇

市第79号
高知市長等の給与、旅費等に関する条例の特
例に関する条例制定議案

議案番号 件　名 議決結果

市議第14号
高知市報酬並びに費用弁償条例の特例に関す
る条例制定議案

可決(全員)

◆議員提出議案　議決結果

〇 〇 〇

賛成者は〇とし、反対者は×とします。採決に加わっていない者は／とします。議長は採決に加わっていません。

会派・議員名

自由民主党
・中道の会

平
田
　
文
彦

×

×

×

×

×

×

第490回定例会

市議第13号

市議第12号

市議第11号

市議第10号

× × × 〇

は
た
　
　
愛

細
木
　
　
良

伊
藤
　
弘
幸

〇

◆市長提出議案　議決結果

異議なき旨
答申(全員)

2023年度政府予算における地方財政の充実・
強化を求める意見書議案

可決(多数)

令和３年度高知市一般会計補正予算について
の市長専決処分の承認議案

承認(全員)

市第78号 令和４年度高知市一般会計補正予算 可決(全員)

◆陳情　議決結果

高知県が独自に種子条例を定めることを求め
る意見書議案

市議第８号

議案番号

消費税のインボイス制度の実施延期を求める
意見書議案

可決(多数) 市議第12号

議決結果

可決(全員)

陳情第17号
高知陸軍墓地・他の案内板、周辺環境の劣化
に関する件

不採択
(賛成者なし)

議案番号等 議決結果

塵芥収集車（回転板式標準キャブ）購入契約
締結議案
塵芥収集車（回転板式ワイドキャブ）購入契
約締結議案

市第69号

議案番号 件　名 議決結果

市議第10号

市第64号

市第63号

市第60号
高知市幼保連携型認定こども園の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例議案

可決(全員)

◆議員提出議案　議決結果

高知市地区計画の区域内における建築物の制
限に関する条例の一部を改正する条例議案

可決(全員)

人権擁護委員推薦についての諮問議案

市第75号 監査委員の選任議案 同意(全員)

市第76号 固定資産評価審査委員会委員の選任議案 同意(全員)

可決(全員)

〇 〇 〇 〇 ×

福
島
　
　
明

横
山
　
公
大

𠮷𠮷
永
　
哲
也

承認(全員)

市第67号 高知競輪場走路改修工事請負契約締結議案 可決(全員)

否決(少数)

議案番号 件　名 議決結果

市第72号

可決(全員)

可決(全員)

可決(全員)

市第68号
（令和４年度）令和３年度漁強化第１－２号
春野漁港施設機能強化工事請負契約締結議案

可決(全員)

市第77号

◆令和４年第490回定例会　議決結果

◆市長提出議案　議決結果

議案番号 件　名 議決結果

市第55号 令和４年度高知市水道事業会計補正予算 可決(全員)

議案番号 件　名 議決結果

承認(全員)
令和４年度高知市一般会計補正予算について
の市長専決処分の承認議案

市第65号市第54号 令和４年度高知市一般会計補正予算 可決(全員)

市第71号
非常備消防ポンプ自動車ＣＤ－I型（高知市消
防団江ノ口分団）購入契約締結議案

可決(全員)

市第74号 和解に関する議案 可決(全員)

島
﨑
　
保
臣

議 決 結 果

 市民クラブ

神
岡
　
俊
輔

木
村
　
　
亘

甲
木
　
良
作

岡
﨑
　
　
豊

深
瀬
　
裕
彦

地方公共団体情報システムの標準化に向けた
取組を求める意見書議案

可決(多数)
子供の命と発達する権利を守るために保育士
増員を求める意見書議案

市議第11号

件　名 議決結果 議案番号 件　名

件　名

市第73号

海
治
甲
太
郎

川
村
　
貞
夫

山
嶽
会

髙
橋
　
裕
忠

清
和
ク
ラ
ブ

岡
﨑
　
邦
子

山
根
　
堂
宏

髙
木
　
　
妙

浜
口
佳
寿
子

新こうち
未　　来

戸
田
　
二
郎

氏
原
　
嗣
志

大
久
保
尊
司

和
田
　
勝
美

竹
村
　
邦
夫

長
尾
　
和
明

迫
　
　
哲
郎

下
元
　
博
司

下
本
　
文
雄

日本共産党
高知市議団

高知市議会
公　明　党

清
水
お
さ
む

西
森
　
美
和

寺
内
　
憲
資

否決(少数)

市議第13号
中学校部活動の地域移行について子供のス
ポーツ権を保障することを求める意見書議案

否決(少数)

陳情第20号
南海トラフ地震等災害対策に防犯の視点を取
り入れることを求める件

不採択
(賛成者なし)

議案番号等 件　名 議決結果

市議第９号

〇

市議第８号 可　決(多数) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

近
藤
　
　
強

市議第９号 可　決(多数) 〇 〇 〇 〇 〇 〇

◆令和４年第491回臨時会　議決結果

× × 〇

〇 × × × × ×

× 〇

可　決(多数) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × ×

〇

×

〇 〇 〇 〇 〇 × ×

〇 ×

× × × 〇 〇 〇 ××

× × × × × 〇 〇 〇

× × × × ×

×

否　決(少数) 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 × × ×〇 〇 × × ×

否　決(少数) 〇 × × × × × 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇

〇

×

否　決(少数) × × × × × 〇 〇 × × × × × × 〇 〇 〇

× × ×

市第61号

市第62号

高知市産業活性化条例の一部を改正する条例
議案
高知市中小企業・小規模企業振興条例制定議
案

可決(全員)

可決(全員)

〇 〇 〇

〇 〇〇

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 × ×

市第56号
高知市中小企業・小規模企業振興基金条例制
定議案

可決(全員)

市第58号
高知市手数料並びに延滞金条例の一部を改正
する条例議案

可決(全員)

市第70号
水槽付消防ポンプ自動車（旭１号）購入契約
締結議案

可決(全員)市第57号 高知市税条例等の一部を改正する条例議案

市第66号
高知市税条例の一部を改正する条例について
の市長専決処分の承認議案

可決(全員)
高知市児童福祉施設の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例議案

市第59号
大型水槽車（南４号）購入契約締結議案

× × × × × × ×

陳情第18号
ウクライナ有事を鑑み、学校と公共設置避難
所等に核シェルターを配備することを求める
件

不採択
(賛成者なし)

〇

〇 × × ×

〇 × × ×

×

× × × ×

賛 否 一 覧 表

議案

番号

会派名

第　226　号令和４年９月１日 高知市議会だより⑪



第　226　号 令和４年９月１日高知市議会だより ⑫

氏　　名 住　　　所 連絡先 会　　派

議　　長 和　田　勝　美 土佐山梶谷632番地 895-2517 090-1002-8864 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

常任委員会 氏　　名 住　　　所 連絡先 会　　派

総

務

委

員

会

委 員 長 迫　　　哲　郎 玉水町６番地 サーパス通町２番館606 872-5571 090-7789-9798 日 本 共 産 党

副委員長 川　村　貞　夫 鏡吉原1109番地 896-2451 090-1003-2473 新 こ う ち 未 来

委　　員 岡　﨑　邦　子 加賀野井二丁目６番３号 823-4552 090-8697-7137 市 民 ク ラ ブ

〃 下　本　文　雄 塚ノ原108番地65 840-2191 090-4472-1517 日 本 共 産 党

〃 岡　﨑　　　豊 朝倉己207番地13 840-7763 823-9402 市 民 ク ラ ブ

〃 横　山　公　大 北本町四丁目４番７号　パールマンション1301号 090-7782-0004 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

〃 福　島　　　明 上町一丁目10番48号 サンハイツ上町405 856-7856 090-3184-1158 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

〃 山　根　堂　宏 神田1732番地18 832-6015 090-4788-4010 公 明 党

経
済
文
教
委
員
会

委 員 長 木　村　　　亘 朝倉本町一丁目４番18-14号 828-4800 090-7781-0601 市 民 ク ラ ブ

副委員長 吉　永　哲　也 塚ノ原111番地８ 843-1161 090-8978-5031 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

委　　員 島　﨑　保　臣 北秦泉寺193番地１　ハイツ秦503 824-4123 846-2046 日 本 共 産 党

〃 細　木　　　良 介良乙3668番地11 879-1836 090-8972-1478 日 本 共 産 党

〃 近　藤　　　強 新本町二丁目17番16号 824-5501 市 民 ク ラ ブ

〃 戸　田　二　郎 南久万72番地４ 875-3619 823-5050 新 こ う ち 未 来

〃 伊　藤　弘　幸 大津乙334番地６ 090-4334-4977 公 明 党

〃 寺　内　憲　資 竹島町84番地８ 832-8002 090-4902-0347 公 明 党

建
設
環
境
委
員
会

委 員 長 甲　木　良　作 桟橋通一丁目10番６号 アステールＫ306号 855-7288 市 民 ク ラ ブ

副委員長 大久保　尊　司 横内152番地23 090-5149-1927 公 明 党

委　　員 は　た　　　愛 中久万294番地18 ウィルモアＮ102号 824-4123 090-1172-1599 日 本 共 産 党

〃 長　尾　和　明 十津四丁目16番５号 090-1170-7240 市 民 ク ラ ブ

〃 海　治　甲太郎 横浜新町五丁目1607番地 090-1003-2191 清 和 ク ラ ブ

〃 氏　原　嗣　志 春野町弘岡中2236番地 894-2737 090-4330-9410 新 こ う ち 未 来

〃 平　田　文　彦 種崎676番地３ 847-0012 090-9771-7489 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

〃 竹　村　邦　夫 朝倉丁694番地１ 090-8970-3092 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

厚

生

委

員

会

委 員 長 西　森　美　和 宇津野10番地５ 825-4012 090-9773-4498 公 明 党

副委員長 浜　口　佳寿子 高見町382番地２ 831-6109 824-4123 日 本 共 産 党

委　　員 神　岡　俊　輔 横浜新町四丁目931番地 837-5089 090-4782-1241 市 民 ク ラ ブ

〃 深　瀬　裕　彦 春野町森山312番地 894-3022 市 民 ク ラ ブ

〃 下　元　博　司 横浜西町31番１号 842-7619 090-3789-3474 日 本 共 産 党

〃 髙　橋　裕　忠 桟橋通四丁目９番23号　弘田マンション301 050-3695-3396 山 嶽 会

〃 清　水　おさむ 北本町四丁目４番14-306号 アルファステイツ北本町弐番館 090-5273-4949 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

〃 髙　木　　　妙 高埇21番13号 880-3066 090-4333-6350 公 明 党

高　知　市　議　会　議　員　名　簿

議　長　和田　勝美
副議長　岡﨑　邦子

令和３年３月12日
就　任

令和４年 6月14日（ ）
（令和４．６. 15現在）


